












小児肥満の多くは成人肥満に移行することから、小児期の肥満予防対策が必要とされてい

るが、小児肥満を減らすための具体策は未だ確立されていない。今回我々は、小児の肥満

予防対策を立てるための基礎資料として、特別な介入プログラムの行なわれなかった高校

3 年生約 3000 名の小学校 1 年生から高校 3 年生までの身長・体重および肥満度の自然経

過を調査し、肥満小児を減らすためにはどの時期にどのような対策を行う必要性があるか

を検討した。


